
 

 

 

 

 

 

声で脳を変える 

校 長 渡部 栄二 

あけまして、おめでとうございます。新しい年のスタート、子どもたちには新しい目標

をもち、充実した１年になってほしいと願っています。始業式では、こんな話をしました。 

昨年は「行動を変えて脳を変える」話をしてきました。実は、一番脳を変える行動は、
声を出すことです。新年、みなさんが目標にしてほしい行動は、声を変えることです。
声を変えて、脳を変えていきましょう。声には、いろんな種類があります。 
「ひびく声」遠くまで響く声です。胸に空気を一杯ためて出す声です。 
「力のある声」これは大きな声量がある声のことです。運動会の応援団が出す声です。 
「明るい声」これは高い声でもあります。笑顔で話すと、明るい声になります。 

これらの声を出せる人は、大勢の人の前でも堂々としていられます。自分の考えをは
っきり伝えられるので、自信がもてます。そして、人に馬鹿にされたりいじめられたり
することがなくなります。自分の考えがしっかり相手に伝わるので、あなたのことが分
かってもらえて、大切にされるのです。これからの皆さんには、これらの声が出せるこ

とがとても大切です。３学期は、このような声を出せる練習をしていきましょう。 
特に「ひびく声」は、脳を活性化させます。部活動では、よく「声を出せ！」と言うで

しょう。声を出すと、集中力が高まり、大きな力が出せるようになり、チームの団結力
も高まります。重い物を持つ時「よいしょっ！」と声を出すのは、みなさんも経験があ
るでしょう。人は「いつも通りの動きをしたい」と思っても、「うまくやりたいな」とか
「失敗したらどうしよう」という雑念が生まれます。脳に様々な考えが浮かんで、脳に
ブレーキがかかるのです。このブレーキを解き放つのが「声」です。この「声」が、大脳
の前頭前野という考え事をする部分を刺激し、余計な雑念を吹きとばすのです。 

また、「声を出す」と、勉強ができるようになります。人には、６つの感覚・力があり
ます。「見る」「聞く」「声に出す」「さわる」「味わう」「においをかぐ」の６つです。これ
を、できるだけ同時に行うと、脳が大切なことだと判断して、しっかり覚えるのだそう

です。声に出して学習すれば、目で文字を見、口で声に出し、耳でそれを 
聞きます。３つ同時に使うことになり、しっかり頭に入るのです。 

３学期は、授業中発言するとき、小さな声だともったいないです。どう 
せ発言するなら「ひびく声」を出しましょう。学習効果が格段にアップし 
ます。教務室に入るときは「ひびく声」で、学年・名前・用件を言いましょ 
う。脳のブレーキが解除され、あなたの本来の力が出せるようになります。 

３年生のみなさんは、もうすぐ受験です。「ひびく声」は、面接の時などに大きな武器
になります。１・２年生のみなさんも、３年生の仕事を引き継ぐとき「ひびく声」を出す
と集中力と団結力が高まります。どうせやるなら、あなたの脳の力を最大限に発揮した
方が得です。３学期は「ひびく声」を出すことで、脳や心を変えていきましょう。１日１
日を大切に、充実した３学期になることを期待します。 

１・２学期は、多くの生徒が「行動を変え、心を変える」に取り組んでくれました。そ
の仕上げとして、３学期は「声」に注目したいと思います。13 日の授業参観にご来校いた
だき、生徒の姿、特に「声」を聞いてください。本年も、よろしくお願いいたします。 
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 金井中が設定する目標達成状況は、次のようになりました。前期との比較も載せます。 

 成果目標 結果 

知 ①Web配信問題で、県平均-0.2以上の
正答率、80%以上にする。 

 
②家庭学習、学年目標以上の生徒の割
合、50%以上にする。 

③「生き方を考えることができた」と答
える生徒の割合、80%以上にする。 

①９月９教科中８教科 89％ 10月９教科 100％ 
11月８教科 89％  12月９教科 100％ 
  平均９５％ (63%) 評価：A 13％向上 

②11月の結果 １年94% ２年97% ３年80% 
 全校平均 ８９％    評価：A 50%向上 
③生徒アンケートの結果 １年94% ２年92% ３年95% 
 全校平均 ９４％   評価：A 変化なし 

徳 ④不登校の減少、新たな発生０。 
⑤いじめが発生しない。または解決した。 
⑥人権や思いやりを大切と考える生徒の
割合、90%以上にする。 

④１学期５ ２学期７ 新たな発生２  評価：C 
⑤発生していない。   評価：A 変化なし 
⑥生徒アンケートの結果 １年100% ２年100% ３年98% 
 全校平均 100％    評価：A 1%向上 

体 ⑦体力テストで県平均以上の種目が 60％
以上にする。 

⑧病欠者数が１日平均２人以内にする。 

⑦県平均以上、48種目中26種目 54％ 
評価：B 昨年より15%下降 

⑧１日平均 １．３人 評価：B 0.2人増加 

 知育の学力向上等は、大きく向上しました。しかし、不登校の増加、体力テスト結果の

下降等が課題です。家庭との連携や運動習慣の改善等に力を入れていきます。 
 

 

22 項目のアンケートから、前期と同じ項目で変化を見てみます。 

 質 問 項 目             肯定的評価→ 前期 後期 

２ 学校が楽しいと感じますか。 87% 92% 

７ いじめのない学校づくりに取り組んでいると思いますか。 96% 97% 

10 毎日の授業は、よく分かりますか。 91% 92% 

17 先生方の説明や板書、指示の出し方などは分かりやすいですか。 96% 96% 

２ 学校が楽しい             ７ いじめのない学校づくり 

 

 

 

 

 

 

１０ 毎日の授業の理解          １７ 授業の分かりやすさ 

 

 

 

 

 
 

注）棒グラフ、左から「白抜き」→とても、「縦線」→まあ、「斜線」→あまり、「塗りつぶし」→まったく 

 どの項目も９割以上となりました。「学校が楽しい」が大きく向上し、生徒が充実した学

校生活を送っている事が分かります。さらに授業に力を入れ、生徒が「分かる・できる」

を実感できるよう工夫していきます。学習面で自分の力が伸びたことを実感できれば、生

徒指導上の問題も減少すると考えます。ご家庭での励ましをお願いします。 



 

前期同様、生徒アンケートと関連する項目について比較してみます。 

 質 問 項 目       肯定的評価→ 前期 後期 

14 子どもは、学校を楽しいと感じている。 81% 86% 

10 明るい表情で登校している。 79% 86% 

６ 子どもの学力は向上している。 54% 57% 

２ 職員は生徒を理解しようとしている。 76% 82% 

14 学校を楽しいと感じる         10 明るい表情で登校 

 

 

 

 

 

 

６ 学力は向上している          ２ 生徒を理解しようとしている 

 

 

 

 

 
 

 

どの項目も、前期より向上しました。特に「明るい表情」が８割を超え、生徒の評価と

連動しているのがありがたいです。「学力向上」は、生徒の授業理解度に比べ肯定的評価が

伸びていません。全国学力・学習状況調査や web 診断問題での数値は、過去最高に伸びて

います。お子様のできるようになった部分にもご注目ください。学校でも、授業改善に一

層力を入れていきます。 

保護者の皆様からいただいたご意見へは、次のように対応していきます。 

ご 意 見 対  応 
○２学期の行事を通して、３年生の企画力・行動力・リーダ

ー性の素晴らしさに驚いています。 
○多感な中学生の時期、学校の雰囲気も良好で安心している

ところです。 
○部活動へのストレスを察知し、担任を始め複数の先生方か

ら声をかけてくださったようで、ありがたいです。 
○素晴らしい先生方と仲間に恵まれ、様々な経験を積んで成

長することができました。 

 

●生徒の人数が多いので、質問しても答えられる体制にはな
らないのですか。 

●分からないところを質問しても教えてくれなかったと聞
き、悲しくなりました。 

 

●小学校のように、数学や英語など、習熟度別に分けて授業
を行う予定はありますか。 

 

 

●中学生は、地域でのあいさつができていません。 
 
 

 

生徒の成長への注目や温かい励ましに感謝
です。保護者の皆様からの声が、職員のエ
ネルギーになります。今後も多忙を理由に
せず、きめ細かい指導を心がけます。 

授業中はもちろん、休み時間や放課後も質
問を受け付けています。テスト前には、放
課後の質問教室も実施しています。そう感
じた生徒がいることを肝に銘じ、質問しや
すい雰囲気作りに努めます。 

全ての教科を担任が教える小学校と同じ体
制は作れません。教科担任の人数は限られ
ています。放課後の個別指導や上記の質問
教室で、できるだけ対応していきます。 

貴重なご指摘です。学校でも、職員が率先
してあいさつしていきます。地域でも、大
人が模範を見せてあげてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 15日。２学
期末の親睦と学
級の団結を期し
て、学年委員会企
画のバスケット
ボール大会が行
われました。飛び
交 う 笑 顔 と 声
援！１・２位独
占。３Aさん、お
めでとうござい
ます。 

12 月 12 日。８名の ALT の先
生が来校され、全て英語で話
す授業を霍間先生が行いまし
た。各班に１名の ALTが入り、
ほぼマンツーマンの会話。乗
り切った３Bの生徒は、お見事
でした。英語で思考できるの
が素晴らしかったです。 

12 月 14 日。生徒会が中心となって進めたいじめ根絶活動の集会が行われました。各委員会の取組
の他、いじめとは何か、どうすれば防げるのか、全校で話し合いました。生徒の感想を紹介します。 
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